
 

 

 

  

すずの名称 ２１．境田
さ か だ

のすず 

（やすらぎの泉） 

昔は地権者である菅原家の屋号から『境田すず』と

呼ばれていましたが、水環境整備事業でこの周辺が

整備された際に名称を公募し、『やすらぎの泉』と

している経緯があります。 

１．水源の状況 

（河岸段丘） 

・奥の岩場の隙間より、そこそこ湧いている。  ・水量多い。 

・東屋や木橋などあり周りの環境もよい。 

・東屋で一休みして居る人もいる。 

・すず池は、流れが緩いため土、砂など堆積されている 

 

 

２，水生生物 ・メダカ 

・アブラハヤ 

・アメンボウ 

・ヤマトヌマエビ 

・アメリカザリガニ 

・タナゴ類（準絶滅危惧種） 

３，水生植物 ・ヒルムシロ（絶滅危惧種） 

・ミクリ 

・ヤナギモ 

・クロカワゴケ 

 

 

４．周辺の動物  

 

５．周辺の植物 ・セリ 

・クレソン 

・サイカチ 

・ヘクソカズラ 

６．考査 ・憩いの場としては良い所ですが、もっと環境整備が有れば良い。 

・東屋、木橋など傷んでいる。 

・池の泥などの堆積がある。 

・池周りの木々の枝など剪定が欲しい。 

・池の奥の小屋が景観を損なう。 

７．その他 ・水温 15 度  ・１３.5 度 

 

・ＰＨ 6.5 

・硬水度 弱硬水 

 

調査： 令和２年６月追加調査 

タナゴ類 

 クロカワゴケ 




